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次の にあてはまる数値を答えよ．

座標平面上で，次の 2つの関数

y = −3x2 + 4x+ 10 …… 1⃝
y = |ax| …… 2⃝

について考える．ただし，a は正の定数とする．このとき，次のことがいえる．

(1) 放物線 1⃝の x = t における接線 ℓ の方程式は

y =
(
− ア t+ イ

)
x+ ウ t2 + エオ

である．

接線 ℓ が点 (−1, 6) を通るとき

t = − カ , キ

である．

t = キ のとき， 2⃝のグラフと接線 ℓの交点の x座標が − 10
7
であるとする．

このとき，

a = ク

である．

(2) a = ク のとき，放物線 1⃝と 2⃝のグラフの 2つの共有点の座標は(
− ケ , コ

)
,

(
サ , シ

)
である．

放物線 1⃝と 2⃝のグラフで囲まれた図形の面積は

スセ

ソ

である．
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【答】
ア

6

イ

4

ウ

3

エオ

10

カ

2

キ

0

ク

3

ケ

1

コ

3

サ

2

シ

6

スセ

39

ソ

2

【解答】
y = −3x2 + 4x+ 10 …… 1⃝

y = |ax| …… 2⃝

(1) 1⃝を微分して

y′ = −6x+ 4
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放物線 1⃝の x = t における接線 ℓ の方程式は

y = (−6t+ 4)(x− t)− 3t2 + 4t+ 10

すなわち

y = (−6t+ 4)x+ 3t2 + 10 ……（答）

である．
接線 ℓ が点 (−1, 6) を通るとき

6 = (−6t+ 4)(−1) + 3t2 + 10

3t2 + 6t = 0

t = −2, 0 ……（答）

である．t = 0のとき，接線 ℓの方程式は

y = 4x+ 10

である． 2⃝のグラフと接線 ℓの交点の x座標が − 10
7
であるとき

a
(
− 10

7

)
= 4 ·

(
− 10

7

)
+ 10

a > 0より

10a = −40 + 70 ∴ a = 3 ……（答）

である．
(2) a = 3のとき，放物線 1⃝と 2⃝のグラフの 2つの共有点の x座標は

−3x2 + 4x+ 10 = |3x|

の解である．
x < 0のとき

3x2 − 7x− 10 = 0 ∴ (3x− 10)(x+ 1) = 0 ∴ x = −1 (< 0)

x ≧ 0のとき

3x2 − x− 10 = 0 ∴ (3x+ 5)(x− 2) = 0 ∴ x = 2 (≧ 0)

したがって，共有点の座標は

(−1, 3), (2, 6) ……（答）

である．
放物線 1⃝と 2⃝のグラフで囲まれた図形は右図の斜線

−1

3

2

6

1⃝ 2⃝

x

y

O

部分であり，面積 S は

S =

∫ 2

−1

(−3x2 + 4x+ 10) dx

− 1
2

· 1 · 3− 1
2

· 2 · 6

=
[
− x3 + 2x2 + 10x

]2
−1

− 3
2

− 6

= 27− 15
2

= 39
2

……（答）

である．


